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We plan the intermediate depth drill in 2015/2016 on the coastal region of Antarctic ice sheet. We decided the dry drilling for 

300-500m deep. Problems are bad core quality and borehole closure.  

The deep ice core drilling in depth of 3,035m was succeeded at Dome Fuji Station, Antarctica in January, 2007. It is almost 

depth of the bedrock. We used butyl acetate as borehole liquid. The liquid level was approximately 120m from the surface. We 

carried out borehole logging observation from surface to bottom in January 2007, 2011 and 2013. Measurement items were 

liquid temperature, ice temperature, liquid pressure and borehole diameter. The resolution of temperature was 0.05 degree 

Celsius. We discuss the diameter change/inclination of borehole, distribution of heat flow rate in ice using the data of some 

years. 

 

第 57 次 南 極 地 域 観 測 隊 は 2015/2016 シ ー ズ ン に 南 極 氷 床 氷 縁 部 に て 300― 500m 級 の 中 層 掘 削 を 計 画 し て い る 。 環

境 保 全 や 物 資 量 、 掘 削 可 能 時 間 の 問 題 で 、 ド ラ イ 掘 削 す る 予 定 で あ る 。 と な る と 、 当 然 コ ア 質 の 悪 化 と 孔 の 縮 み

に よ る 掘 削 へ の 悪 影 響 が あ る 。 こ の 掘 削 孔 変 化 に つ い て 議 論 す る と と も に 、 中 層 掘 削 計 画 に つ い て 紹 介 す る 。  

南 極 ド ー ム ふ じ 基 地 に て 実 施 し て い た 深 層 掘 削 は 、 2007 年 1 月 に ほ ぼ 岩 盤 付 近 の 深 さ で あ る 3035.22mm で 終 了 し

た 。 掘 削 孔 の 変 形 を 防 ぐ た め に 液 封 液 と し て 酢 酸 ブ チ ル を 使 用 し 、 液 面 は 氷 床 表 面 か ら 約 120m 下 に あ る 。 2007

年 1 月 、 2011 年 １ 月 、 2013 年 1 月 に そ れ ぞ れ 孔 底 ま で 検 層 観 測 を 実 施 し た 。 測 定 項 目 は 、 液 温 、 氷 温 、 液 圧 、 孔

径 、 傾 斜 で あ る 。 2013 年 の 検 層 観 測 を 中 心 に 、 過 去 3 回 の 測 定 結 果 と そ の 問 題 点 を 報 告 し 、 今 後 の 改 良 ポ イ ン ト

に つ い て 紹 介 す る 。 特 に 孔 径 変 化 、 傾 斜 変 化 、 氷 床 内 の 熱 流 量 に つ い て 解 析 結 果 を 報 告 す る 。  

 

 

 

 

 

図１．2 種類の方法で掘削孔変形

速度を計算したが、両者はほぼ一

致した。氷温度が高いと変形速度

が大きい。 

図 2．一日の掘削作業時間を仮定して計算し

た氷床表面温度を-25℃ の場合の孔の変形

量。予定している掘削候補地点の氷床温度に

相当する。効率よく掘削することが要求される

が、リーミング作業は逃れられない模様。 

図 3．JARE54 で観測した氷床内熱流

量。300m 深から 2300m 程度までは

深さと一次の関係。2500m 以深は熱

流量が一定で 52.8±0.6mW/m2。 


